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瓜
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叱
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開
田
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部

両
町
の
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に
は
下
部
那
新
枕

(中

新
枕
と
も
M
心
へ
る
が
横
山
博
士
の
新
し
い
研
究
に
よ
る

と
郎
新
枕
な
-
yJ
の
郭
で
あ
る
)
の
基
底
を
濁
せ
る
乃

感
状
礎
両前
が
虞
-
準
汀
し
て
屠
る
'
此
の
篠
山か
上
に
不

軽
食
に
新
し
き
地
厨
が
小
箭
域
に
鮎
瓜
し
て
以

っ
て
海

岸
に
準

ヱ
J
軸
披
二
十
米
英
の
軸
｡1L
段
丘
を
形
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し
て

が
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何
部
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南
方
約
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十
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町
な
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傍
に
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前
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化
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銘
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面
か
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上
に
約
六
米
英
乍
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殆
ん
で
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中
に
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し
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居
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下
部
か
新
枕
の
角
膜
服
碓
叫〟
が
あ
る
'
此
の
上
を
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一
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屡
を
倉
皇

ハ
果
実
の
序
さ
が
あ
る
'
化
石
蕎
ビ
基
葬
の

筆

二
光
膚
と
の
不
畿
春

は
化
石
産
地
の
蕪
方
で
明
韓
に

鴨
食
さ
れ
る
.
そ
れ
は
化
石
農
地
に
捷
し
て
4_
に
叢
磐

の
礎
膚
が
拓

い
轟
ま
で
乗
出
し
て
あ
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で
あ
鳥
b
鼻

以
上
の
化
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葦
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は
軍
機
盈
フ
ィ
リ
タ
ビ
ン
に
現
存
す

る
が
そ
れ
よ

-
北
に
は
登
見

さ
れ
て
ゐ
L･4
い
.
此
事
や

三
河
豊
橋
の
段
階
地
か
ら
田
た
ね
ぢ
れ
.花
貝
殻
を
持

つ

た

T
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u
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(そ
れ
は
九
州
以
南
に
の
み
現
在
す

る
属
で
あ

る
)

か
ら
見
て
も
三
河
や
紀
伊
の
洪
蕃
練
成

生
の
時
代
は
今
よ
-
も
少
し
-
暖
か
っ
た
の
で
あ
ら
う

蘭

爾
ポ

ル

子

牙
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金

剛

石

ボ

ル
ネ
オ
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菅
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秀
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剛
石
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え
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ゐ
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に
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あ
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ら
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述
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独
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踊
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岩
ら
し
き
も
の
が
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
が
之
等

の
報
野
は
碓
経
営
観

い
て
屠

る
O
現
在
で
は
全
部
沖
積

膚
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入
れ
機
ピ
し
て
.
入
-
込
ん
で
衆

だ

那
.
現
今
で
は
採
掘
業
は
､
金
然
.
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